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03 月60時間を超える残業の割増賃金率は50%以上に

04 その他

中小企業の60時間超の
割増賃金率が
25% → 50%

１ヶ月の時間外労働※

大企業

中小企業

60時間以下

25%

25%

60時間超

50%

50%
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ココが
変わった

□ 経営者、管理者、従業員一人ひとりの意識改革
□ 業務内容の見直し
□ 取引環境の改善　

働き方改革関連法により「労働基準法」「労働安全衛生法」「パートタイム労働法」
「労働契約法」「労働者派遣法」などが改正されます。
法改正の詳しい内容は厚生労働省ホームページ
  「働き方改革」の実現に向けて　で確認してください

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000148322.html

○労働時間の客観的な把握の義務づけ
　裁量労働制が適用される人や管理監督者も含め、すべての労働者の労働時間の把握が義務づけられます。
○医師の面接指導の対象要件
　対象となる労働者の時間外労働が月100時間超から月80時間超に変更されました。
○「フレックスタイム制」の拡充　
　柔軟な働き方を可能にするため、フレックスタイム制の清算期間の上限が1ヶ月から3ヶ月に延長されます。　
○「勤務間インターバル制度」の導入促進　
　十分な生活時間と睡眠時間を確保するために、企業に努力義務が課されます。
　1日の勤務終了後、翌日の出社までに一定の休息時間を確保する仕組みです。

○「高度プロフェッショナル制度」の創設　
　制度導入には高度な専門知識の有無、年収など厳しい要件があり、法律に定める企業内手続きが必要です。　　
○産業医・産業保健機能の強化
　産業医の活動環境の整備や、労働者の健康相談に応じるための体制整備などの対応が求められます。
○正規雇用労働者と非正規雇用労働者間の不合理な待遇差の禁止　
　規定の整備、労働者への待遇差の内容・理由等の説明義務が課されます。

長時間労働の是正をはじめとする働き方改革の実現には、法改正への確実な対応とあわせて

これまで猶予されていた中小企業にも同様に割増賃金率が適用されます。

「働き方改革」の実現に向けて

に取り組むことが大切です。

基準日施行日

この期間に最低5日

（例）

02 年5日の有給休暇を取得させることが義務づけられます

□ 年次有給休暇の管理簿は作成しているか
□ 管理簿に年次有給休暇付与の基準日と取得日の記載はあるか
□ 対象となる従業員は何名いるか
□ 対象となる従業員一人ひとりについて、過去3年ほどの取得状況を調べてみる
□ どの時点で時季指定の判断をするか、消化日数の把握と管理の仕組みを作る

施行日までに確認しよう

◎
◎
 

◎

年次有給休暇は、労働基準法で定められた労働者の権利です。
次の3点を満たせば、雇用形態に関わらず、すべての従業員に
10日間の年次有給休暇を付与しなければなりません。
①週の所定労働日数が5日以上、または30時間以上
②半年間継続して雇用している
③全労働日の8割以上を出勤している
1年を経過するごとに、勤務年数に応じた日数を付与します。

使用者が基準日ごとに有給休暇を「付与」することと、
労働者が実際に使用し、「取得」することは異なります。

※パートタイム労働者など、週の所定労働日数が少ない場合でも、日数に応じた休暇を比例付与する必要があります。

※時間外労働とは、法定労働時間
　（１日８時間・１週40時間）
　を超える労働時間を指します。

労働者の申出による
取得（原則）

労働者が使用者に
取得時季を申出

使用者労働者

年次有給
休暇の付与

年5日の時季指定については…
○施行日以降、最初の基準日から義務が発生します。
○対象者は、年10日の有給休暇を付与されているすべての従業員です
○すでに5日以上取得している従業員には、使用者の時季指定は必要ありません
○半日単位は認められますが、時間単位の休暇は積み上げてもカウントされません

9/3010/1 4/14/1

今回の法改正で、最低5日は年次有給休暇を取得させるよう義務づけられました。

「◯月×日に休みます」

今月忙しいんだよね。
休みほしいって言いにくいな。

使用者の時季指定
による取得（新設）

使用者が労働者に
取得時季の意見を聴取

労働者の意見を尊重し
使用者が取得時季を指定

使用者労働者

「◯月×日に休んでください」 ココが
変わった

５日の
取得ができない
場合は・・・
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